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沿革 

 

昭和４４年 ４月  国立学校設置法施行規則（昭和４４年４月１日文部省令第８号）第９条の３の規

定に基づき（学生の健康管理に関する専門業務を行う）保健管理センターが設置さ

れ、学生部長竹谷謙一が所長事務取扱を命ぜられた。新規に助教授定員１名が配置

された。 

１１月  学生部長遠藤耕喜が所長事務取扱を命ぜられた（学生部長交代による）。 

昭和４５年 １月  新規に技官定員１名が配置された。 

３月  文部教官小見山実が就任した。 

保健管理センター（鉄筋コンクリート造１階建２０４㎡）が竣工した。 

９月  保健管理センター所長選考規則、保健管理センター規則・保健管理センター運営

委員会規則が制定された。 

１０月  文部教官老松信一が保健管理センター所長に併任された。 

昭和４９年 ４月  文部教官小見山実が転出し、文部教官小谷野柳子が就任した。 

昭和５２年 ４月  文部教官金子英一が保健管理センター所長に併任された。 

昭和５４年 ４月  助教授定員１名が教授定員へ振替となった。 

昭和５６年 ４月  文部教官遠藤耕喜が保健管理センター所長に併任された。 

昭和５７年 ４月  新規に講師定員１名が配置された。 

昭和５８年 ３月  保健管理センター（鉄筋コンクリート造２階建２４２㎡）が竣工した。 

４月  文部教官遠藤一郎が保健管理センター所長に併任された。 

６月  文部教官前田豊治が就任した。 

昭和５９年 ４月  学長田中榮が保健管理センター所長事務取扱を命ぜられた。 

５月  文部教官遠藤耕喜が保健管理センター所長に併任された。 

昭和６０年 ４月  文部教官石井正博が保健管理センター所長に併任された。 

昭和６１年 ４月  文部教官前田豊治が退職した。 

文部教官小川道一が就任した。 

５月  文部教官荒川輝明が保健管理センター所長に併任された。 

平成 元年 ４月  文部教官小川道一が保健管理センター所長に併任された。 

平成 ５年 ２月  保健管理センターが医療法上の「診療所」として開設された。 

平成 ８年 ３月  小川道一が退職した。 

４月  文部教官橋本清が保健管理センター所長に併任された。 

文部教官坂口明が就任した。 

平成１１年 ４月  文部教官坂口明が保健管理センター所長に併任された。 

平成１３年 ３月  文部教官小谷野柳子が退職した。 

４月  文部教官田中健滋が就任した。 

平成２４年 ３月  教育研究職員坂口明が退職した。 

平成２４年 ４月  教育研究職員田中健滋が保健管理センター所長に併任された。 

平成２５年 ４月  教育研究職員籏野誠二が就任した。 
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平成２６年 １月  教育研究職員籏野誠二が退職した。 
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第１章 保健管理・運営体制 

 

１－１ 電気通信大学保健管理センター規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、国立大学法人電気通信大学組織規則第２１条第２項の規定に基づき電気通信大学

保健管理センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について、必要な事項を定めるものと

する。 

（目的） 

第２条 センターは、電気通信大学（以下「本学」という。）の保健管理に関する専門的業務を行い、も

って学生及び職員の健康の保持、増進を図ることを目的とする。 

（業務） 

第３条 センターにおいては、次の各号に掲げる業務を行う。 

(1)保健に関する事項についての指導援助 

(2)定期及び臨時の健康診断の実施 

(3)健康相談、健康指導 

(4)健康障害者に対する指導助言 

(5)精神衛生管理 

(6)学内の環境衛生及び伝染病の予防 

(7)保健管理についての専門的な調査研究 

(8)保健衛生思想の普及、啓蒙 

(9)その他保健管理に関し必要な業務 

（組織） 

第４条 センターに、次の各号に掲げる職員を置く。 

(1)センター長 

(2)教授及び准教授又は講師 

(3)看護師 

(4)その他の職員 

（センター長） 

第５条 センター長は、本学専任の教授をもってあてる。 

２ センター長は、センターの業務を掌理する。 

３ センター長の選考に関する規程は、別に定める。 

（運営） 

第６条 センターの運営に関する事項を審議するため、センターに電気通信大学保健管理センター運営

委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関する規程は、別に定める。 

（事務） 

第７条 センターに関する事務は、学生課で行う。 
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（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、別に定める。 

 

附則 

この規則は、昭和４５年９月２日から施行する。 

附則 

この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

附則 

この規則は、平成６年１２月２１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 

附則 

１ この規程は、平成２２年４月２０日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。 

２ 電気通信大学保健管理センター教育研究職員の選考に関する規程は、廃止する。 

附則 

この規程は、平成２４年５月２２日から施行する。 

 

１－２ 電気通信大学保健管理センター運営委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、電気通信大学保健管理センター規程第６条第２項の規定に基づき、電気通信大学

保健管理センター運営委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について必要な事項を定める

ものとする。 

（委員） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1)センター長 

(2)学長が指名した理事又は職員 

(3)センター専任の教授、准教授及び講師 

(4)本学専任の教授、准教授及び講師のうちから学長が委嘱した者 

（任期） 

第３条 前条第２号及び第４号の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の

後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（審議事項） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 
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(1)保健計画に関すること。 

(2)境衛生の維持改善に関すること。 

(3)センターの構成員に関すること。 

(4)その他保健管理センターの具体的運営に関すること。 

（委員長） 

第５条 委員長は、センター長をもってあてる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

（会議の開催） 

第６条 委員会は、委員の過半数の出席によって成立する。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長が決する。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

（事務） 

第８条 委員会に関する事務は、学生課が行う。 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附則 

この規則は、昭和４５年９月２日から施行する。 

附則 

この規則は、昭和５４年４月１２日から施行し、昭和５４年４月１日から適用する。 

附則 

この規則は、昭和６１年４月１日から施行する。 

附則 

この規則は、昭和６２年１０月１日から施行する。 

附則 

この規則は、平成６年１２月２１日から施行する。 

附則 

この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 

附則 
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この規程は、平成２２年４月２０日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。 

附則 

この規程は、平成２４年５月２２日から施行する。 
 

１－３ 電気通信大学保健管理センター長選考規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、電気通信大学保健管理センター規程第５条第３項の規定に基づき、電気通信大学

保健管理センター長（以下「センター長」という。）の選考について定めるものとする。 

（選考方法） 

第２条 センター長は、電気通信大学保健管理センター長選考委員会（以下「選考委員会」という。）の

議を経て、学長が選考する。 

（選考委員会） 

第３条選考委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1)学長が指名した理事又は職員 

(2)大学院情報理工学研究科長 

(3)大学院情報システム学研究科長 

(4)大学院情報理工学研究科及び情報理工学部から選出された専任の教授２人 

(5)学院情報システム学研究科から選出された専任の教授２人 

(6)センター専任の教授 

２ 前項に掲げる者がセンター長である場合は、委員から除くものとする。 

３ 選考委員会に委員長を置き、委員の互選による。 

（選出） 

第４条 選考委員会は、次の各号に掲げる場合は、センター長候補者を選出しなければならない。 

(1)センター長の任期が満了したとき。 

(2)センター長の辞任が認められたとき。 

(3)センター長が欠員になったとき。 

（任期） 

第５条 センター長の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。 

（センター長の意見陳述） 

第６条 センター長は、委員長の要請に応じ委員会に出席し、意見を述べることができる。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか、センター長の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附則 

この規則は、昭和４５年９月２日から施行する。 

附則 
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この規則は、昭和４７年９月６日から施行する。 

附則 

この規則は、平成５年２月１７日から施行する。 

附則 

この規則は、平成６年１２月２１日から施行する。 

附則 

この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

附則 

この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成２０年４月１日から施行する。 

附則 

この規程は、平成２２年４月２０日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。 

附則 

この規程は、平成２４年５月２２日から施行する。 

 

１－４ 組織・人員 

 

（１）組織図（省略。ホームページ参照） 

（２）人員 

保健管理センター現員（４月現在） 

 教授 准教授 常勤 非常勤 

所長 （１）    

医師 １ １   

看護師   １ １ 

カウンセラー    １ 

（注）：（ ）は併任教授を示す。 

 

保健管理センター職員（２０１３年４月現在） 

センター長 田中 健滋（併任） 

教授  田中 健滋（精神科） 

准教授  籏野 誠二（内科） 

看護師  櫛田 輝美 

北川 京子（非常勤） 

カウンセラー 阿部 朋典（非常勤） 
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１－５ 施設 

 

保健管理センター延べ面積：４４６㎡ 

１階 事務室  ２６㎡ 

診察室  ５１㎡ 

休養室  ２６㎡ 

検査室  ２９㎡ 

ME 室  １０㎡ 

カウンセラー室 １８㎡ 

資料室  ２５㎡ 

集会室  ５３㎡ 

更衣室   ４㎡ 

廊下  ８３㎡ 

便所  １０㎡ 

２階 面接室  １０㎡ 

所長室  ３４㎡ 

教員室  ５０㎡ 

廊下  １７㎡ 
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第２章 保健管理センター業務概要 

 

２－１ 保健管理センターの業務 

 

表に示す年間業務計画に従って業務を行っている。 

月 事項 対象 

4 

保健管理センターガイダンス 学部新入生 

メンタルヘルス・スクリーニングテスト 学部新入生 

学生定期健康診断 全学生 

5 
特殊有害業務従事者健康診断 有害業務従事職員・学生 

職員定期健康診断 ドック受診者を除く全職員 

6～7 学生定期健康診断の事後処理 有所見者・要経過観察者 

7～9 
職員定期健康診断の事後処理 有所見者 

特殊有害業務従事者健康診断の事後処理 有所見者 

10～11 要経過観察学生の呼び出し・指導 要経過観察学生 

10 
職員胃Ｘ線健康診断と事後処理 ４０歳以上の職員 

１０月入学生の健康診断 １０月入学生 

11 

調布祭の衛生指導 食品を取り扱う団体の学生 

救急蘇生法講習会 職員の希望者 

特殊有害業務従事者健康診断 有害業務従事職員・学生 

12 メンタルヘルス懇談会 職員 

1～2 
特殊有害業務従事者健康診断の事後処理 有所見者 

ＶＤＴ作業従事者健診 ＶＤＴ作業従事者 

 

２－２ 定期健康診断 

 

１）学生の定期健康診断 

４月に身長、体重、視力、血圧の測定、尿検査、胸部Ｘ線間接撮影、内科診察を行っている。胸部Ｘ

線間接撮影で要直接撮影とされた学生は５月に直接撮影で再検査を行っている。また、前年に胸部Ｘ線

間接撮影で要直接撮影とされた学生については、間接撮影を行わずに、５月に直接撮影を行っている。

その他の健康診断項目で所見の認められた学生については、６月と１０月に呼び出して、再検査を行

い、必要に応じて指導、医療機関への紹介等を行っている。また、１０月入学生に対しては１０月に同

様の内容で健康診断を実施している。 

 

２）職員の定期健康診断 
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学生定期健康診断の事後処置が６月から始まるため、職員の健康診断は５月末に行うことにしている。

昨年までの健診で胸部Ｘ線の直接撮影が必要とされた者については、あらかじめ連絡をして、学生の直

接撮影実施日に直接撮影を行っている。 

身長、体重、視力、血圧の測定、尿検査、胸部Ｘ線間接撮影、内科診察を全員に行い、３５才以上の

職員に対しては、聴力、心電図、血液検査（血球数計測、肝機能、血糖、脂質）、便潜血反応を追加し

て行っている。 

検査結果は個人票にまとめ、指示事項を記載して受診者本人に通知し、有所見者については保健管理

センターで再検査を行い、必要に応じて指導、医療機関への紹介等を行っている。 

 

２－３ 特別定期健康診断 

 

放射線作業従事者、特殊有害業務従事者、Visual Display Terminal(VDT)作業従事者を行っている。こ

のうち、放射線作業従事者、特殊有害業務従事者に対する健康診断は職員だけでなく、学生に対しても５

月と１１月の年２回行っている。いずれも検査結果を個人票にまとめて、指示事項を記載して受診者本

人に通知し、事後処置に関する流れは職員の定期健康診断と同様である。Visual Display Terminal(VDT)

作業従事者、２～３月にかけての火曜日に調布市内の古沢眼科で行っている。 

 

２－４ 精神保健相談システム 

 

電気通信大学学部昼間および夜間コースの新入生にスクリーニングテストを施行し、一定基準以上の

学生の呼び出し面接を行っている。 

スクリーニングテストは全国の大学で多く用いられている UPI（University Personality Inventory）

をベースにした８０項目から成る質問紙（改訂 UPI―マークシート方式）で、入学ガイダンス時に行い、

施行時間は正味約２０分である。 

一定基準以上のスクリーニングテスト高得点者には呼び出し面接を行い、精神疾患の罹患などメンタ

ルヘルス上の問題の有無、および重症度判定を行っている。精神疾患の診断は ICD-10（国際疾患分類第

１０改訂版）によっている。重症度は、メンタルヘルス上の明かな「問題無し」、直ちに治療を要する状

態にはないが発症予防などの観点から経過観察を要する「要観察」、スクリーニングの時点で既に専門的

治療を要する「要治療」、の３段階に判定している。 

要観察者には、その後の状態悪化時などの早期の来所を勧めている。要治療者には、定期的来所あるい

は他の医療機関受診の勧めや病院紹介を行っている。いずれも、あくまでも本人の意志を尊重するかた

ちでの働きかけを行なっている。 

また、スクリーニングを受けた全員各々に対し、UPI の因子分析による個人プロフィールを作成、配布

し、直接あるいはメールによる分析結果についての問い合わせに応じている。 
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第３章 保健管理センター業務実施状況 

 

３－１ 情報理工学部生・電気通信学部生・大学院生および研究生の定期健康診断 

 

１）実施項目 

身体計測（身長・体重）、血圧測定、視力測定、尿検査、内科診察を全学年の学生を対象に行った。 

２）項目別受診状況及び有所見者 

２０１３年度（平成２５年度）の受診者数および受診率は以下の表の通りである。 

 

◇情報理工学部・電気通信学部（昼間コース）   ※「％」は受診率を表す。 

  身体計測 血圧測定 視力測定 尿検査 胸部 X線 内科診察 

学年 学生数 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 

1 年 728 715 98 714 98 714 98 704 97 714 98 714 98 

2 年 710 665 94 665 94 665 94 640 90 667 94 660 93 

3 年 726 621 86 621 86 620 85 601 83 622 86 618 85 

4 年 734 617 84 615 84 616 84 609 83 611 83 615 84 

過年次 319 147 46 147 46 147 46 141 44 145 45 147 46 

合計 3217 2765 86 2762 86 2762 86 2695 84 2759 86 2754 86 

 

◇情報理工学部・電気通信学部（夜間主コース） 

  身体計測 血圧測定 視力測定 尿検査 胸部 X線 内科診察 

学年 学生数 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 

1 年 103 82 80 82 80 82 80 76 74 81 79 79 77 

2 年 101 63 62 63 62 63 62 56 55 62 61 63 62 

3 年 95 70 74 70 74 70 74 69 73 70 74 70 74 

4 年 89 57 64 57 64 57 64 54 61 56 63 57 64 

過年次 155 68 44 68 44 68 44 67 43 61 39 68 44 

合計 543 340 63 340 63 340 63 322 59 330 61 337 62 
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◇大学院 

   身体計測 血圧測定 視力測定 尿検査 胸部 X線 内科診察 

 学年 学生数 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 

前
期 

1 年 497 487 98 486 98 487 98 482 97 486 98 483 97 

2 年 490 432 88 432 88 432 88 427 87 428 87 430 88 

過年次 66 29 44 29 44 29 44 28 42 29 44 29 44 

前期計 1053 948 90 947 90 948 90 937 89 943 90 942 89 

後
期 

1 年 41 22 54 22 54 22 54 22 54 22 54 22 54 

2 年 57 28 49 28 49 28 49 28 49 28 49 27 47 

3 年 59 31 53 31 53 31 53 31 53 31 53 31 53 

過年次 70 16 23 16 23 16 23 15 21 16 23 16 23 

後期計 227 97 43 97 43 97 43 96 42 97 436 96 42 

合計 1280 1045 82 1044 82 1045 82 1033 81 1040 81 1038 81 

 

◇研究生 

 身体計測 血圧測定 視力測定 尿検査 胸部 X線 内科診察 

学生数 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 受診数 ％ 

92 22 24 22 24 22 24 22 24 22 24 22 24 

 

２０１３年度（平成２５年度）の一次健診における有所見者数（有所見率（％）） 

 

◇情報理工学部・電気通信学部（昼間コース）   ※「％」は受診率を表す。 

 肥満 血圧 尿検査 胸部 X線 内科診察 面接 

学年 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 

1 年 92 13 48 7 29 4 0 0 12 2 197 27 

2 年 95 13 70 10 27 4 3 0 7 1     

3 年 63 9 66 9 23 3 1 0 15 2     

4 年 90 13 81 11 19 3 1 0 9 1     

過年次 38 12 24 8 2 1 0 0 8 3     

合計 378 12 289 9 100 3 5 0 51 2     
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◇情報理工学部・電気通信学部（夜間主コース）  
肥満 血圧 尿検査 胸部 X線 内科診察 面接 

学年 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 

1 年 7 7 12 11 2 2 0 0 8 8 32 31 

2 年 9 9 3 3 2 2 1 0 1 1     

3 年 16 17 12 13 1 1 0 0 2 2     

4 年 9 10 8 9 2 2 0 0 3 3     

過年次 18 12 17 11 4 3 0 0 0 0     

合計 59 11 52 10 11 2 1 0 14 3     

 

◇大学院  
 肥満 血圧 尿検査 胸部 X線 内科診察 

 学年 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 

前
期 

1 年 74 15 67 13 15 3 1 0 8 2 

2 年 78 16 72 15 19 4 1 0 7 1 

過年次 17 25 8 12 1 2 0 0 1 2 

前期計 169 16 147 14 35 3 2 0 16 2 

後
期 

1 年 5 12 3 7 2 5 0 0 0 0 

2 年 10 18 3 5 2 4 0 0 1 2 

3 年 12 20 10 17 1 2 0 0 1 2 

過年次 6 9 6 9 0 0 0 0 1 1 

後期計 33 15 22 10 5 2 0 0 3 1 

合計 202 16 169 13 40 3 2 0 19 1 

 

◇研究生 

肥満 血圧 尿検査 胸部 X線 内科診察 

有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 有所見数 ％ 

6 7 2 2 0 0 0 0 0 0 

 

３）有所見者に対する再診結果 

定期健康診断、既往歴調査での有所見者に対しては６月と１０月に呼び出して診察および再検査を

行っている。その結果、更に経過観察を要する者、新たにあるいは継続して治療を要する者は下の表の

ようである。新たに治療を要すると判断された場合には、通院可能な医療機関を紹介している。 
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   呼び出し数 受診数 受診率(％) 要医療 経過観察 措置不要 

血圧 511 257 50 10 47 200 

検
尿 

尿蛋白 49 22 45 10 0 12 

尿潜血 34 10 29 4 0 6 

尿糖 32 14 44 2 0 12 

尿ウロビリノーゲン 45 19 42 4 0 15 

内科診察 84 37 44 7 8 22 

ＵＰＩ 229 155 68 8 38 109 

 

３－２ 職員の定期健康診断 

 

職員の定期健康診断は５月に実施し、人間ドック受診予定者は除外した。また、胃集団検診は１０月に

実施した。 

健康診断受診者には検診結果を書面で通知するとともに、必要に応じて精密検査・治療のために適切

な医療機関を紹介している。 

受診者数および一次検査での有所見者数は表の通りである。身体計測の欄の有所見者は体格指数（Ｂ

ＭＩ)が２５以上の者である。 

ドック受診者については、例年は各医療機関から大学当てに、検査結果についての報告がなされてい

たが、２０１１年度から文部科学省共済組合にのみ報告がなされ、各大学には報告されなかったため、検

査項目ごとの受診者数、有所見数の集計は省いた。 

  学内健康診断 人間ドック 合計 

  
受診

数 
有所見数 

受診

数 
有所見数 

受診

数 
有所見数 

身体計測 380 107         

血圧測定 254 42         

視力測定 380 79         

聴力測定 256 9         

内科診察 254 4         

心電図 211 12         

胸部 X線 253 4         

貧血検査 217 9         

肝機能検査 217 38         

脂質 217 91         

血糖 217 5         

尿糖 253 6         

尿蛋白 253 3         

便潜血反応 217 12         
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３－３ 学生・職員の特別定期健康診断 

 

１）放射線および特殊有害業務従事者の健康診断 

６ヶ月に１回、放射線被曝、有害物質使用状況を調査し、申告に基づいて血液、尿の検査および診察

を実施している。受診者には検査結果と指示事項を記入した個人票で通知している。有所見者に分類さ

れている者も、業務関連と思われる異常は認められなかった 

 

  受診者数 有所見者数 

平成 25 年 職員 45 18 

春（5 月） 学生 206 41 

平成 25 年 職員 43 13 

秋（11 月） 学生 210 46 

 

２）Visual Display Terminal(VDT) 

作業従事者の健康診断（職員のみ）受診者には検査実施医療機関から検査結果を通知されているの

で、当センターは直接関与していないが、必要な場合には希望により医療機関を紹介している。 

２０１３年度は２－３月に実施し、受診者数１２０名のうち有所見者２１名であった。その内訳は要

精密検査１３名、要経過観察９名であった。 

 

３－４ スクリーニングテスト（精神保健）の集計 

 

２０１３年度の全新入学生８３１名（男７１９名、女１１２名）のうち、質問紙提出者は８０２名（全

入学者の９６．５％、以下同じ）、呼び出し基準該当者は２２９名（２７．５％）、そのうち面接に応じ

た者は１５８名（６８％）（男１２８名、女３０名）だった。以上の呼び出し基準該当者および面接に応

じた者の割合は、現在のスクリーニングテストを始めた２００４年度以来と比較すると、大きな変化は

認められなかった。 

面接によって判明した精神疾患（ＩＣＤ－１０）およびその前駆状態等は、発症脆弱性精神状態、反復

性うつ病性障害、不安障害、広汎性発達障害、多動性障害などが、それぞれ若干名だった。 

重症度については、軽度の者を含めた要観察者が３９名（４．６％）、要治療者が８名（０．９％）だ

った。以上を２００４年度以来と比較すると、要観察者と要治療者の総数、要治療者の割合ともに例年と

有意な変化は認められなかった。 

 

３－５ 保健管理センター利用状況 

 

保健管理センターの受診内容は多彩で、いろいろな診療科領域にわたっている。「その他窓口」と分類

してあるのは、窓口で看護師が対応して終わった相談等の件数を示す。 
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処置概要を見ると、血圧測定や身体計測等の、センター入口ホールに設置してある検査機器を利用し

て自分で測定している者が多いことが分かる。 

定期健康診断を受診していて、再検査等の不要な学生の健康診断書は自動発行機で発行できるように

なっているため、ほとんどの学生が自動発行機を利用している。 

 

２０１２年度（平成２４年度）、２０１３年度（平成２５年度） 保健管理センター利用件数 

  内科系 その他の身体の診療科 相談 
健
康
診
断 

そ
の
他
窓
口 

合
計   呼

吸
器 

循
環
器 

消
化
器 

そ
の
他 

外
科 

整
形
外
科 

耳
鼻
科 

眼
科 

皮
膚
科 

歯
科 

身
体 

メ
ン
タ
ル 

学
生 

2012 326 20 57 136 32 55 18 7 0 18 9 238 117 1597 2630 

2013 219 111 40 264 37 46 19 5 19 2 28 372 90 1692 2944 

職
員 

2012 61 0 11 18 3 12 3 4 0 5 1 43 0 42 207 

2013 34 2 3 21 3 7 3 2 7 0 9 53 0 61 206 

長時間勤務者面談１名 

 

２０１２年度（平成２４年度）、２０１３年度（平成２５年度） 処置概要 

  投
薬 

外
傷
処
置 

尿
検
査 

血
圧
測
定 

心
電
図
検
査 

血
液
検
査 

聴
力
測
定 

視
力
測
定 

身
体
計
測 

休
養 

他
院
紹
介 

合
計 

学
生 

2012 499 273 291 1388 5 8 4 82 2155 29 78 4812 

2013 287 284 209 1182 0 4 0 61 2855 29 114 5025 

職
員 

2012 90 21 3 81 0 0 0 0 116 13 9 333 

2013 60 20 2 47 0 0 0 0 124 5 20 278 

 

月別健康診断発行件数 

  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

自動発行機 
学部 248 103 221 92 25 116 71 40 40 61 174 394 1585 

大学院 532 264 272 98 19 65 34 20 58 215 423 896 2896 

保健管理センター 
学部 3 1 14 14 1 4 7 2 1 14 2 10 73 

大学院 7 0 16 11 2 3 4 0 0 2 11 4 60 

 


